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──とりあえずの出遭い

大博物学時代，次々と秘境から欧州にもたらされる生き物の遺残体のなか

に，ちょっとした珍品の一群が含まれていた．博物学の所有欲は，少なけれ

ば少ないほど，珍しければ珍しいほど，標本に向け沸騰する．南アメリカか

ら運ばれてくるその一群を最初に手にしたのが誰であったかは，今では確か

める由もない．が，想像に難くないのは，オポッサムの類に注がれた好奇の

視線が沸き立たせる，凄まじき熱狂である．

ヴィンセント・ヤネス・ピンゾン．このスペインの船乗りは，西暦 1500

年きっかりにブラジルを訪れ，一頭の生きたオポッサムを入手，フェルナン

ド国王とイサベル女王に披露したと伝えられる．王家お抱えの学者たちは，

この小太りのイタチのような生き物に大きな袋が付いていて，赤ん坊をその

袋に入れて運んでいることにすぐ気が付いた．

それから 40 年の後，神学も信仰も不変な世で，ポルトガルの航海者，ア

ントニオ・ガルヴァオが，南アメリカから何千キロも離れた南洋の植民地モ

ルッカで，同じように奇妙な動物を手に入れ，リスボンへ運び込んだ．南太

平洋の人々は，その生き物を語呂よくクスクスとか呼んでいた．これが，先

進社会とオーストラリアの有袋類の初めての出遭いだろう．アンボンあたり

からやってくるこの地味な一群と，南アメリカから運ばれるちょっと気の強

い雑食獣に奇妙な共通点があることを，学者が理詰めで語るようになるには，

それから 100 年以上の時が必要だった．

1700 年代終盤，南アメリカとオーストラリアへは，ヨーロッパ社会から

の扉が大きく開かれつつあった．まるで異星を踏査するかのような命がけの

探検行と，逆に地に堕ちた現実の流刑や植民の喧騒の中を，オポッサムやク

スクスやカンガルーやフクロネコのなめし皮がそして生体が，次々とヨーロ

ッパに到着するようになった．やっと哺乳類なる被造物を理をもって識別す

るようになったばかりの時のナチュラルヒストリーは，歯列や頭蓋骨や消化

器や足先を眺めながら，おかしな齧歯類が地の果てにすみついているという



くらいの認識をもったようである．

双前歯類の切歯が齧歯類を思わせ，オポッサムの中ぐらいサイズで万能な

肉食獣の形質が食肉目を想起させたのか，人類とこの動物たちとの出会いは，

はじめから知識の傍流であった．神が創り給うた森羅万象を理解するヒント

は，すべてを押しのけてヨーロッパの自然からだ．ちゃんと妊娠し，しっか

りと分娩し，十分に賢い生き物が，獣だ．それこそが，哺乳類だ．神の力を

探る学は，南半球からやってくる奇怪な一群を，とりあえず創造主の気まぐ

れと評し，とりあえず獣の世界の脇役，比較対象，中途半端な所産に位置付

けた．

それでも飽くなき分類学により，1800 年代前半には，有袋類の属レベル

の学名が次々と提唱されていく．単孔類の従兄程度とされたり，袋を抱えた

剝製標本に至っては金目当ての贋作だと評されたこともあるらしい．稀代の

幻獣たちに客観的でそれ相応の立ち位置が与えられるには，まだ，しばらく

時間を要した．有袋類が幻の獣の歴史を脱却するには，精緻な観察と南半球

の自然界の情報が，まだまだ不足していたのである．

g袋h──何にもまして博物学が目を奪われ続けたのは，獣たちの腹面に

備わる奇妙なポケットであった．神の被造物とて，交尾をし，分娩をし，授

乳することで，初めて世代を継ぐことができる．だが，この袋の持ち主は，

どうやって子を産み育てているのか，人類の知はなかなか事実をつかむこと

ができなかった．ある者は，袋が子宮に違いないと考えた．またある者は，

袋は鞄でしかなく，乳腺は母親がどこかに隠しもっていると推測した．そし

てある者は，解剖体に子宮と卵巣を見つけ出し，そこから袋へ連なる未知の

ルートがあるのだと予想した．『種の起原』が世に出るまでまだ一世代ほど

待たなければならなかった頃，時の人類最高の知・オーウェンは，生み出さ

れたオポッサムの新生子を見つけると，母親が赤ん坊を袋のなかまで運び込

むのだと信じて疑わなかった．

1920 年，今もってまだ 100 年にも満たないほどに最近のこと．テキサス

の繁殖学者，カール・ゴットフリード・ハートマンとその妻は，体長 20

mmに満たないオポッサムの新生子が，自ら母親の腹部を¢い回って，まる

で偶然のように袋の入り口に到達することを，粘り強い観察から明らかにし

た．近代社会と有袋類が出遭ってから実に 420 年．人類はやっと，この一群
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のちょっと奇妙な獣たちの全貌を知り得る入り口に，立つことができたので

ある．

ヒトを含む哺乳類は，つねに真獣類と同義であった．傍流の知こそ，人間

が有袋類を扱う途であり続けた．本書は，有袋類がつねに真獣類に理の後塵

を拝しているかの様子に少しだけ苛立ちを抱きつつ，筆を執ることに決めた．

その苛立ちこそが，書物を面白くし，有袋類学を主人公として登壇させられ

る原動力となると信じて，字面を伸ばした．有袋類はただの劣り気味の

比較対象
コントロール

やアウトグループに終始させるべきものではなく，動物進化の無限

ともいえる可能性を証明する，力強い進化の足跡の主であることを伝えられ

れば，真に幸せに思う．

有袋類と人間．その間柄は，とりあえずの出遭い，ではない．自然界を理

解するのに不可欠な豊かな進化史の象徴こそ，有袋類の真の姿だ．本書で

我々が交流する相手は，間違いなくそのくらいに，大きい．
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第 1 章 有袋類の多様性

一億年の時間……．初めて有袋類を解剖したとき，フクロモモンガの飛膜

を構成する皮筋群は，その時間を形に換えて見せつけてきた．否，本当は見

せたのではない．あたしの指先に，ちょっとした筋肉の軟らかい反発力で

もって，訴えてきたのだ．

滑空性のリス科の飛膜は，触るだけでそれと分かる．ころころころとした，

ほかのどんな筋肉の構造とも異なった，独特の硬さと柔軟さを兼ね備えた，

滑らかに厚みのある筋肉の集合体だ．特異な筋束が，ある程度の幅を保って

同じ方向に流れる．そしてその縁取り部分で飛膜の概形に強度を与え，おそ

らくは滑空の機能を創始する．モモンガもムササビも，ただ飛ぶだけでなく，

滑空を制御できる翼の持ち主である．

ところがこのオーストラリアの�中途半端�な空の住人には，膜の辺縁に

強度を与える縁取りがない．あたしの指先が感じ取る膜は，まるで終わりが

ないかのように広がる．筋肉が無限の広がりをもって皮膚の裏を�い回り，

気心知れたアジアの連中とは異なる，�もう一つの翼�を創っている．

あの，リスのなかまが感じさせてくれる指先の，ころころころが，どこに

も無い．一億年，いや，二億年か．それだけの時間が，翼の深層を根こそぎ

違えた．指先はその時間を，いま，感じている．

枠の無い概形
シルエット

．無限に広がる筋肉．終わりのない�翼�．

あたしは感じ取ることができる．そう，これが有袋類なのだ．



1. 1 現生群の俯瞰

（ 1）アメリカ有袋類とオーストラリア有袋類

近代知と有袋類の輝ける接触の瞬間は，たとえば Gray（1821）が，たと

えば，Owen（1839）が，たとえばHartman（1920）が担ってきた．大切な

真理をいくつもÏのまま残しながらも，幸いといってよいだろうが，人類は

この動物たちについてそれなりの知の蓄積を築いている．筆を執り始めるに

あたり，究極的には人類が知り得た有袋類に対する知と考え方を余すところ

なく語りたいという意気込みをもつ．

ともあれ，最初の章ですべきことは，いま生きている有袋類のおおどころ

の多様性の有り様を，展望することだろう．太古から現在に至る歴史は本書

の序盤では遠慮がちである．まずはこの生き物たちのいまを知り，アイデン

ティティを把握する，そして少し疎遠なこの集団を相手に，至当な知的やり

とりが可能となるように，知識と見方の整理から進めたいと思う．進化学的

歴史性を広げていくのは，少し後の頁上での愉しみに残しておきたい．

表 1-1 に現生有袋類の大雑把な高次分類群を示す．有袋類の系統は，化石

群の自然誌学的総合とおもに現生群の分子系統学的解析から，根幹として大

きく 2群に大別されることが明らかとなっている．すなわち，アメリカ有袋

類（アメリデルフィア：Ameridelphia）とオーストラリア有袋類（オース

トラリデルフィア：Australidelphia）である．この 2群の系統の遺伝子レベ

ルの分岐は，まだ多くのÏを残すとはいえ，地球の特に南半球の地質学的イ

ベント，すなわち大陸移動・海洋隔離との整合性が証明されているといえる．

真獣類同様，目を単位とした高次分類階級が重要な意味をもつため，アメ

リカ有袋類とオーストラリア有袋類は，大目なる階級を与えられることがあ

る．分岐分類学の時代に分類階級の些末な論議は無意味だが，super order

の階級が脚光を浴びるのは，2000 年以後の真獣類と同様である．

ただし，考えようによっては，むしろ有袋類こそ，早期から系統分類と大

陸移動の関係を，かなり正確に突き止められてきたグループである．その理

由は，有袋類の系統性が一定に単純だからだといえる．つねに有袋類を押し

のけて主役を張ってきた真獣類は，地球レベルでの多様性があまりに高いが

2 第 1 章 有袋類の多様性



ゆえに，実際に海洋隔離によって生じていた上位レベルの系統性の把握が，

1990 年代まで遅れ気味に推移した．

真獣類におけるこの経緯を語るには，現生群の一例だけでも十分である．

たとえば，�旧食虫類�は，一つには，真無盲腸類とアフリカジネズミ類を

1. 1 現生群の俯瞰 3

表 1-1 現生有袋類の大系統の概観．

アメリカ有袋大目 Ameridelphia

ディデルフィス目 Didelphida

オポッサム科 Didelphidae

ケノレステス目 Paucituberculata

ケノレステス科 Caenolestidae

オーストラリア有袋大目 Australidelphia

ミクロビオテリウム目 Microbiotheria

ミクロビオテリウム科 Microbiotheriidae

ダシウルス形目 Dasyuromorphia

ダシウルス科 Dasyuridae

フクロオオカミ科 Thylacinidae＊

フクロアリクイ科 Myrmecobiidae

ノトリクテス形目 Notoryctemorphia

フクロモグラ科 Notoryctidae

ぺラメレス形目 Peramelemorphia

バンディクート科 Peramelidae

ミミナガバンディクート科 Thylacomyidae

双前歯目 Diprotodontia

コアラ上科 Phascolarctoidea

コアラ科 Phascolarctidae

ウォンバット上科 Vombatoidea

ウォンバット科 Vombatidae

クスクス上科 Phalangeroidea

クスクス科 Phalangeridae

ブーラミス科 Burramyidae

フクロモモンガ上科 Petauroidea

フクロモモンガ科 Petauridae

リングテイル科 Pseudocheiridae

チビフクロモモンガ科 Acrobatidae

フクロミツスイ科 Tarsipedidae

カンガルー形上科 Macropodiformes

ニオイネズミカンガルー科 Hypsiprymnodontidae

ネズミカンガルー科 Potoridae

カンガルー科 Macropodidae

＊フクロオオカミ科は 1930 年代に絶滅．


